
（    ）43 新　医　療　2024年2月号 （    ）42新　医　療　2025年2月号

　

Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
は
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
表
示
が
可
能
で
、
複
数

の
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
や
表
、
分
布
図
な
ど
を
用
い
た
情
報
の

可
視
化
が
可
能
で
あ
り
、
各
々
の
デ
ー
タ
は
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン

で
深
堀
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加
後
に
、
デ
ー

タ
を
可
視
化
し
、
直
感
的
に
数
字
デ
ー
タ
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
る
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
は
、
病
院
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ

に
活
用
で
き
る
と
考
え
た
。

　

例
え
ば
、
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
使
用
に
よ
り
院
内
の
部
署
間
、

診
療
科
間
等
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

る
改
善
の
た
め
の
対
策
見
直
し
や
目
標
を
作
成
し
や
す
い
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
デ
ー
タ
は
、
診
療
科
、
発
生

部
署
・
時
間
帯
、
報
告
部
署
、
職
種
、
概
要
、
危
険
度
、
レ

ベ
ル
等
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
の
入
力
項
目
全
て
を

Excel

デ
ー
タ
と
し
て
抽
出
が
可
能
で
あ
っ
た
（
図
２
）。
そ

こ
で
、
ま
ず
は
現
状
把
握
を
主
眼
に
置
き
、
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
を

活
用
し
て
可
視
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
使
用
し
た
Ｂ

Ｉ
ツ
ー
ル
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
分
析
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
ク

リ
ッ
ク
テ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
社
の
Ｑ
Ｖ
で
あ
る
。

　

手
順
と
し
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
デ
ー
タ
に
は
入
退
院
日

の
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
電
子
カ
ル
テ
よ
り

当
該
患
者
の
入
退
院
デ
ー
タ
を
抽
出
し
て
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ

デ
ー
タ
と
結
合
さ
せ
る
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
Ｑ
Ｖ
に
デ
ー
タ
を
イ
ン
ポ
ー
ト
し
た
後
、
リ

ス
ト
表
示
で
部
署
や
転
倒
・
転
落
発
生
年
、
危
険
度

を
表
示
さ
せ
、グ
ラ
フ
表
示
さ
せ
る
複
数
項
目
は
、『
き

っ
か
け
行
動
』、『
発
生
時
間
』、『
病
状
段
階
』、『
入

院
か
ら
転
倒
ま
で
の
日
数
』
と
し
た
。

　

次
に
、
リ
ス
ト
表
示
で
部
署
や
転
倒
・
転
落
発
生
年
、

危
険
度
で
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
に
病
棟
で
は

あ
る
が
、
部
署
毎
の
特
徴
を
可
視
化
し
た
（
図
３
）。

作
成
し
た
も
の
は
、
２
０
１
９
年
３
月
の
院
内
医
療

安
全
全
大
会
で
報
告
し
た
。

　

２
０
２
４
年
に
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
に
蓄
積
さ
れ
た
２

０
１
６
～
２
０
２
３
年
分
の
デ
ー
タ
を
元
に
転
倒
・

転
落
の
発
生
状
況
や
背
景
因
子
、
発
生
時
間
等
の
定

量
的
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
以
下
に
記
す
。

①
『
き
っ
か
け
行
動
』
は
、［
ト
イ
レ
に
行
く
］ 

が
33

％
～
42
％
と
一
番
割
合
を
占
め
、
経
年
変
化
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

②
『
病
状
段
階
』
は
、
２
０
１
６
年
と
２
０
１
９
年

で
は[

病
状
安
定
期]

と
［
病
状
不
安
定
期
］
が
上
位
と

な
っ
て
お
り
、
２
０
１
７
年
・
２
０
１
８
年
・
２
０

２
０
～
２
０
２
３
年
は
［
病
状
不
安
定
期
］
の
件
数
が
一
番

多
か
っ
た
。

③
『
発
生
時
間
』
で
は
、
夜
間
が
多
い
が
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら

れ
た
。

④
『
入
院
か
ら
転
倒
ま
で
の
日
数
』
は
、
最
頻
値
で
３
日
、

中
央
値
で
10
日
と
経
年
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑤
転
倒
・
転
落
患
者
の
平
均
年
齢
は
、
２
０
１
６
年
が
73
・

８
歳
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
３
年
は
77
・
５
歳
で
年
々
高
齢

化
し
て
い
た
。

⑥
過
去
に
転
倒
・
転
落
の
既
往
歴
が
な
い
患
者
群
は
、『
き

っ
か
け
行
動
』
や
『
入
院
か
ら
転
倒
ま
で
の
日
数
』
に
つ
い

て
は
経
年
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
転
倒
・
転
落
の
既

往
歴
が
あ
る
患
者
群
で
は
、『
入
院
か
ら
転
倒
ま
で
の
日
数
』

も
変
化
が
見
ら
れ
、
規
則
性
を
認
め
な
か
っ
た
（
図
４
）。

　

こ
の
分
析
結
果
か
ら
、『
き
っ
か
け
行
動
』
や
『
入
院
か

ら
転
倒
ま
で
の
日
数
』
の
経
年
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
転
倒
・

転
落
時
の
『
病
状
段
階
』、『
発
生
時
間
』
や
患
者
の
平
均
年

齢
に
変
化
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
転
倒
転
落
の
既
往
歴
が

あ
る
患
者
群
で
は
、
入
院
日
か
ら
転
倒
・
転
落
ま
で
の
日
数

に
も
変
化
が
見
ら
れ
、
規
則
性
を
認
め
な
か
っ
た
。

　

転
倒
・
転
落
の
既
往
歴
が
な
い
患
者
群
は
、『
き
っ
か
け

行
動
』
と
『
入
院
か
ら
転
倒
ま
で
の
日
数
』
の
２
項
目
に
お

い
て
、
転
倒
・
転
落
の
予
防
対
策
を
立
て
る
際
の
予
測
に
使

用
で
き
る
可
能
性
を
認
め
た
。
他
方
、
転
倒
・
転
落
の
既
往

歴
が
あ
る
患
者
群
で
は
、『
き
っ
か
け
行
動
』
以
外
の
『
病

状
段
階
』
や
『
発
生
時
間
』、『
入
院
か
ら
転
倒
ま
で
の
日
数
』

に
規
則
性
が
見
ら
れ
ず
、
予
測
す
る
項
目
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。

　

既
往
歴
が
な
い
患
者
と
比
べ
、
転
倒
・
転
落
の
既
往
歴
が

あ
る
患
者
の
転
倒
・
転
落
す
る
確

率
は
、
オ
ッ
ズ
比
１
・
５
で
あ
っ

た
。
転
倒
・
転
落
の
既
往
歴
の
有

無
は
、
転
倒
・
転
落
予
防
対
策
が

立
て
づ
ら
い
が
、
重
要
な
要
因
で

あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
た
。

　

今
般
、
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
使
用
で

複
数
項
目
の
同
時
表
示
が
可
能

と
な
り
、
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
機
能
な

ど
を
生
か
す
こ
と
で
複
数
の
項

目
変
化
の
可
視
化
や
分
析
が
効

果
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
追
加
項

目
表
示
も
容
易
で
あ
り
、
可
視
化

し
分
析
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
は

有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

２
０
２
１
年
に
転
倒
・
転
落
症

例
が
多
か
っ
た
４
病
棟
よ
り
10

症
例
ず
つ
抽
出
し
、
転
倒
日
と
転

倒
前
直
近
の
ス
コ
ア
シ
ー
ト
を

集
計
し
、各
項
目
に
つ
い
て
比
較
検
証
し
た
と
こ
ろ
、転
倒・

転
落
前
後
の
顕
著
な
変
化
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
図
５
）。

２
０
２
１
年
12
月
か
ら
転
倒
・
転
落
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
コ
ア

シ
ー
ト
項
目
の
重
み
づ
け
と
再
構
築
を
試
み
、
結
果
を
レ
ー

ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
表
示
す
る
こ
と
で
危
険
度
や
留
意
点
の
可
視

化
（
図
６
）
を
試
み
て
い
る
が
、
転
倒
・
転
落
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
改
め
て
予
測
情
報
の
提
示
に
よ
っ
て
、
患

者
に
応
じ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
重
要
な

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
今
後
も
Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
医
療
安
全
の
進
展
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。※　

　
　
　
　

※

久
保
博
文
（
く
ぼ
・
ひ
ろ
ふ
み
）
●
62
年
北
海
道
生
ま
れ
。
92
年

王
子
総
合
病
院
の
男
性
看
護
師
第
一
号
と
し
て
入
職
。
脳
神
経

外
科
病
棟
を
担
当
し
Ｉ
Ｃ
Ｕ
立
ち
上
げ
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
た

後
、
移
動
し
た
呼
吸
器
内
科
・
泌
尿
器
科
病
棟
で
は
主
任
と
し

て
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
携
わ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・

救
急
セ
ン
タ
ー
時
代
に
当
時
の
院
長
と
看
護
部
長
よ
り
診
療
情

報
管
理
士
取
得
を
懇
願
さ
れ
04
年
に
取
得
。
同
年
に
診
療
録
管

理
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
院
内
が
ん
登
録
体
制
の
基
礎
を
構

築
し
、
電
子
カ
ル
テ
導
入
準
備
に
も
携
わ
り
現
在
に
至
る
。
日

本
診
療
情
報
管
理
学
会
評
議
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
診
療
情

報
管
理
研
究
会
副
理
事
長
。
資
格
：
看
護
師
、
診
療
情
報
管
理
士
、

日
本
診
療
情
報
管
理
学
会
認
定
診
療
情
報
管
理
士
指
導
者
、
医

療
情
報
技
師
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
。
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図6　2021年12月から転倒・転落アセスメントスコアシート項目の重み
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